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嵩峰邸ф量画備T絵とみられる装飾爾。内
部写翼にも寃で取れる書薩の姿が描かれて
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|「鸞代バイオテクノ機ジ■の父」と称ヽ憲れ輸‐世界的なイじ学種で

実業豪そも凛な、な機‐した米面で麟素縞議l:墨角した嵩峰議機
(1354～ 19鋭年)が交流の拠点と|した、1自宅め室内装飾憩赫T総
や設計図が京都市内|で1見つかつたし2朧縄初観に高蜂が設立振た
在米邦人の社交クーラプの写真|や設計図、臨本から米幽:こ桜が響贈
された際の記念轟●デザイン騒も発見。しヽずれも京都高等正機学‐

校 (現京都工芸繊維大)の教員で米国でも教壇iこ立つた洋爾家、
牧野克次(1864～ 1942年 )が手掛けたな高峰邸は1927年に火災:こ
遭い、内部は焼失しており、専F暑家tま「明治期の日米交流仰場で
京都の芸術家たち砂闘わりが具体的にうかがえる、員重な資料だJ
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料
の
生
産
な
ど
を
手
掛
け
た
。
１
‐８
０
０
年
に
家
族
と
渡
米
し
、
胃
腸
消

化
薬

叩タ
カ
デ
ア
ス
タ
ー
ゼ
」
を
開
発
し
た
は
か
、
ホ
ル
モ
ン
の

一
種
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
の
抽
出

。
結
晶
化
に
世
界
で
初
め
て
成
功
。
こ
れ
ら
の
事
業

や
特
許
収
入
な
ど
で
臣
万
の
富
を
な
し
、
順
軍
共

（
現
第

一
意
共
）
の
初

代
社
長
を
務
め
、
理
化
学
研
究
所
の
創
設
も
提
曽
し
た
。
米
二
鳳
―
コ
ー

ク
で
没
し
た
。　
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牧
野
自
筆
の
履
歴
書
な
ど

に
よ
る
と
、
牧
野
は
１
９
０

２
年
設
立
の
工
業
学
校
で
図

案
学
を
教
え
て
い
た
が
、
”

年
に
体
職
し
て
渡
米
。
米
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
学
校

で
、
水
彩
画
教
授
を
務
め
て

騨

襲

輩

嘲

に
、
高
峰
が
晩
年
暮
ら
し
た

米
ニ
ュ
ー
コ
ー
ク

。
マ
ン
ハ

ツ
タ
ン
の
本
邸
も
室
内
意
匠

奄
講
け
負

っ
て
い
た
。

一
ハ
ポ
ソ
ン
川
に
一画
し
た
高

峰
命
本
邸
は
地
上
４
階
、
地

下
■
階
の
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式

の
石
造
り
建
築
´
４
年
が
か

り
で
内
部
が
改
築
さ
れ
、
１

９
１
２
年
に
先
工
し
た
。
日

米
親
善
の
社
交
場
と
し
て
、

１
、
２
階
に
は
国
嵐
文
化
が

一進
展
し
た
藤
原
時
代
の
建
築

様
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

日
本
武
喩
壮
麗
な
壁
画
や
天

井
画
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
。

改
築
を
指
揮
し
た
牧
野
は
改

築
に
つ
い
て
詳
遮
し
た
本
を

残
し
て
い
る
が
、
色
遣
い
を

含
め
て
意
匠
の
詳
細
は
よ
く

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
見

つ
か
っ
た
資
料
の
中
に
は
轄

雛

郷
輔
辮
鋪
鶏
雌
制
請
牌
釧

あ

っ
た
。

「高
峰
譲
書
邸
と
京
都
高

等
工
業
学
校
」
展
を
２
０
１

２
年
、
京
都
工
芸
繊
維
大
の

美
術
工
芸
資
料
館
で
開
い

た
、
大
手
前
大
の
玉
轟
満
‡

准
教
授

（瓶
代
建
築
史
）
は

「西
洋
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

（構
成
）
の
中
に
国
本
の
プ

ロ
ポ
ー
シ
爾
ン
を
う
ま
く
納

め
る
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
な
枠
と
で
き
な
い
っ
牧
野

は

『正
芸
学
校
の

（聞
療
で

建
築
家
の
）
武
翻
五

一
に
相

談
し
た
』
と
書
き
残
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
多
彩

な
技
術
を
持

争
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
」
と
驚
く
。

他
に
も
、
高
峰
が
１
９
０

５
年
に
二
轟
卜
聴
ト
ク
で
設

立
し
た
在
米
邦
人
の
織
交
ク

ラ
ブ
「日
本
倶
楽
郡
穴
現
日

本
ク
ラ
ブ
）
の
建
築
中
の
写

真
や
完
正
後
の
室
内
写
真
、

設
計
図
な
ど
も
発
見
彎
高
峰

は
１
９
１
１
、城
年
、首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
河

畔
な
ボ
ほ
輯
え
ら
れ
た
桜
の

寄
贈
に
わ
携
わ

っ
た
が
、
越

筆
の
時
嫌
作
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
記
念
銀
杯
の
デ
ザ
イ
ン

図
も
見
つ
か

っ
た
。
篤
峰
が

注
力
し
た
園
米
交
流
の
角
め

の
ア
イ
デ
ア
徹
具
現
化
す
る

仕
事
在
、
被
野
が
担

っ
て
い

た
こ
車
が

つ
か
が
え
る
。

鸞
世
紀
初
頭
の
米
国
で

は
、
神
世
紀
策
雄
高
ま
っ
た

「ジ
ャ
ボ
鳳
ス
ム
』

（日
本

趣
昧
Ｖ
を
引
き
継
ぎ
、
日
本

文
化

へ
錯
関
心
が
高
か

っ

た
。
た
だ
、
牧
野
が
高
峰
の

仕
事
を
担

？
た
経
緯
は
分
か

っ
て
い
な
い
。
蒸
額
准
教
授

は

「洋
画
を
学
ぶ
な
ら
渡
欧

す
る
は
ず
だ
が
、
牧
野
は
な

ぜ
米
国
を
選
ん
だ
の
か
。
何

ら
か
の
、
つ
て
が
あ
っ
た
の

一か
。
当
時
の
工
察
学
校
と
在

米
邦
人
が
ど
う
つ
な
が

っ
て

い
た
の
か
、
興
味
深
い
」
と

話
す
。

下
総
や
設
計
図
は
京
都
市

止
東
渾
は
あ
る
、ム
牧
野
の
子

係
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
。
牧

野
の
長
鍔
で
鳳
栞
学
校
を
率

業
し
、
宮
晦
省
技
師
と
な

り

た
牧
野
純

一
さ
ん

（１
８
０

礫
～
■
９
６
０
年
）
の
遺
品

と
命
わ
せ
て
針
約
１
５
０
０

点
が
、
牧
野
の
ひ
孫
の
富
鴫

晃
さ
ん
（郁
〉
か
ら
Ｘ
祟
繊
維

大
の
美
術
工
芸
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
並
木
誠
士
館
長

は

「武
購
五

一
や
洋
画
家
の

浅
響
憩
ら
、
初
期
の
教
授
陣

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
を
寄
せ
る
。

暮いずれも京都市上京区で
米ニユーヨークにあつた高峰邸繊飛井画の下絵とみられる牧野克次の装飾画


